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（論文審査の要旨）  
 
	 藤川真一君の博士論文は、インターネットの情報発信を用いた信頼指標に関する研究（A Trust Score 
based on Activities on the Internet）と題して全部で 9 章から構成されている。インターネット上で発信
される情報は、発信者の意図に基づく限られた情報のみが発信されていることにより信頼判断が困難で
あることが多い。本論文では、専門的知識がない人でもその情報発信者を信頼する手がかりとなるよう
な、分かりやすい判断指標を生成するモデルの定義を目指したものである。 
	 本論文は第 1 章の序論に続き、第 2 章ではインターネット上で行われているコミュニケーションを整
理し、インターネットから得られる信頼についての概念を定義している。インターネットのコミュニケ
ーションは対面とは違い、限られた情報かつ情報発信者の望む情報のみが伝達し、情報の真偽を判断す
るのも難しいため、相互の信用判断が難解であることが示されている。そのような不確実性の高い状況
下で、信頼の要素である相手の能力に対する期待を可視化する方法論として、情報発信者の情報に対す
る「信頼への期待のされやすさ」という指標化手法を示している。第 3 章では、「信頼への期待のされや
すさ」を実現するために必要な要素について検討している。続く第 4 章では、これらの要素を用いて、
トラストスコアとして指標化モデルの提案を行っている。第 5 章および第 6 章では、Githubを用いたト
ラストスコアの設計および算出をそれぞれ試みている。本論文ではGithubを用いたソフトウェア開発の
公開履歴を元に、開発専門職としての能力に対するトラストスコアを算出している。続いて第 7 章にお
いてGithubのトラストスコアの評価を行っている。トラストスコアと開発専門職としての能力を評価す
るため、トラストスコアに対応する職務経歴書としてのペルソナを作成し、実際のインターネット系ベ
ンチャー企業のCTO級のエンジニアに面接可能性についてのインタビューを実施した。その結果にもと
づいて、トラストスコアの評価を行った。そして第 9 章では研究のまとめについて述べ、今後の展望お
よび課題についても触れている。 
	 本論文は、今までにはなかった信頼の初期判断における信頼の期待のされやすさを示す指標としての
トラストスコアを算出している。トラストスコアの算出方法はシンプルで、多くのウェブサービスにお
いて、それぞれのトラストスコアの算出は容易である。そのため、ウェブサイトでのトラストスコアを
組み合わせて、情報発信者の特徴を明らかにしていくことで、情報発信者の個性を本人への信頼に繋げ
ていけるという部分で社会的意義も大きい。本研究の成果を活用するためには、トラストスコア自体が
幅広く活用されるために有用性の認知を広げていく必要があるのは言うまでもないが、本研究において
はインターネットのコミュニケーションにおいて信頼の手がかりとなる情報を提供することによって、
インターネットを有機的に活用できる人材育成への貢献も期待され、博士（メディアデザイン学）の学
位に相当すると考える。 
 
 
審査経過 
1. 2015 年 11 月 25 日、20:00～21:00 予備口頭試問審査が協生館 C3S02 教室にて開催され、審査の結果合格し 
た。予備口頭試問審査委員：砂原 秀樹、加藤 朗、古川 享、岸 博幸 
2. 2017 年 12 月 4 日、19:30～21:10 博士論文公聴会が協生館 C3S01 教室にて開催された。同公聴会終了後、
同教室で博士論文審査会が開催され、全会一致で合格を決した。なお、公聴会出席者は以下の通りであった： 
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